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令和４年第４回北海道議会定例会 一般質問 開催状況

開催年月日 令和４年 12 月６日（火）

質 問 者 日 本 共 産 党 真下 紀子 議員

答 弁 者 少子高齢化対策監 鈴木 一博

質 問 内 容 答 弁 内 容

四 就学援助の活用等について

（一）子育て世帯の困窮把握と教育への影響等につ

いて 【少子高齢化対策監】

物価高騰等の影響を受け、子育て世帯の困窮度が 就学援助の活用等に関し、子育て世帯の生活実態

増し、学業や体験学習にも影響が出ています。知事 の把握などについてでありますが、道では、子ども

及び道教委は、児童生徒への困窮度合いと影響をど の生活実態調査において、子育て世帯の経済状況に

う把握し、対応しているのか伺います。 関する項目についても調査しており、現在、調査結

果の精査を進めているところでございます。

また、北海道母子寡婦福祉連合会と意見交換を行

う中で、本年８月に道母連が実施した独自調査の結

果、子どもがいる会員の約８割が「物価高騰で困っ

ていることがある」と回答し、「食費を節約している」

などの意見があったと伺っており、物価高騰が子育

て世帯の家計にも影響を及ぼしていると認識してい

るところでございます。

国では、子育て世帯に対する新型コロナウイルス

感染症や物価高騰の影響を考慮し、昨年から、児童

扶養手当受給世帯など低所得の子育て世帯に対し、

３回の特別給付金を支給しており、道といたしまし

ても、本年度、物価高騰に対する独自策として、上

乗せ給付を実施し、必要な世帯への支援を実施して

いるところでございます。


